
 

 

 

 

 

令和８年９月定例会 

 

 

 

 

 

 

議 案 説 明 資 料 

予算に関する説明書 

（令和８年度９月補正予算等関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警  察  本  部 

 

トータルコストについて 

 トータルコストは、事業ごとに事業費と人件費を一体としたコストを表します。あく

まで、費用対効果を判断するための参考表記ですので、職員定数と厳密には一致してい

ません。 
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令和８年９月定例会議案説明資料目次 

                              警察本部 

【予算関係】 

（一般会計） 

議案番号 件      名 課 名 等 頁 

 

第１号 

 

  

令和８年度鳥取県一般会計補正予算（第２号） 

 

 
 

 

 

 

 

１ 補正予算説明資料 

 

（総括表） 

会 計 課 

３ 

４ 

 

 

 

２ 債務負担行為に関する調書 

 

 ５ 

 

【予算関係以外】 

（報 告）                              

報告番号 件      名 課 名 等 頁 

第３号 

 

 議会の委任による専決処分の報告について 

 

（７）損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定に 

ついて（令和８年８月 10 日専決） 

 

 

監 察 課 

 

 

６ 

 （８）損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定に 

ついて（令和８年８月 10 日専決） 

監 察 課 ７ 

 （９）損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定に 

ついて（令和８年８月 10 日専決） 

監 察 課 ８ 

 （13）損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定に 

ついて（令和８年８月 26 日専決） 

監 察 課 ９ 
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議案第１号 

議 案 説 明 資 料 総 括 表 

 

警察本部（単位：千円） 

課 名 補正前の額 補正額 計 
財  源  内  訳 

備 考 
国庫支出金 起債 その他 一般財源 

警 察 本 部 

( 会 計 課 ) 
18,894,989 0 18,894,989  

 

 
         

 

 

合 計 18,894,989 0 18,894,989  
 

 
         

 

 

 

説 明（主な事業） 

 事業名                               

○ 通信指令・総合指揮システム運営費 [債務負担行為額]1,880,280 千円 
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令和８年度一般会計補正予算説明資料 

９款 警察費 

 ２項 警察活動費                           会計課（内線：８５０２） 

    ３目 交通指導取締費                                             （単位：千円） 

事 業 名 補正前 補正 計 
財  源  内  訳 

備考 
国 庫 支 出 金 起債 そ の 他 一般財源 

通信指令・総合指揮 

シ ス テ ム 運 営 費 
140,868 

債務負担行為 

1,880,280 

0 

債務負担行為 

1,880,280 

140,868  

  債務負担行為 

1,880,280 

 

 

トータルコスト 補正前：226,778 千円（10.7 人）、補正：0 千円（0.0 人）、計：226,778 千円（10.7 人） 

 

 

１ 事業の目的、概要 

  目的：県民からの 110 番通報に対して迅速・的確な対応を行う。 

概要：事件・事故による被害拡大の防止や犯人逮捕、通報直後における初動警察活動のために

必要な通信指令・総合指揮システムについて、システム更新及び一部機能の向上を行う。 

 

２ 主な事業内容 

  令和 10 年２月末に現行システムの保守付リース期間が満了することから、近年の社会情勢、情

報技術の高度化及び複雑化を鑑み、県民の安心、安全を確保するため、システムの機能向上を含め

た更新整備をする。 

【機能向上概要】 

○ 大型表示装置の更新 

○ インターネット端末の導入 

○ 110 番端末への手書き入力機能（板タブレット）の導入 

○ 支援員用端末の導入 

【所要経費】 

○ 総額 1,880,280 千円（令和 10 年３月～令和 16 年２月） 

○ 年額 313,380 千円 

 

３ その他（更新スケジュール） 

  令和８年 12 月      調達公告 

  令和９年２月      入札 

  令和９年３月      契約 

  令和９年４月～10月   システム開発 

  令和９年 11 月～12 月    機器設置 

  令和 10 年１月      機器調整、試験 

  令和 10 年２月      試行運用、切替 

  令和 10 年３月      本運用開始 
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議案第１号

追加

期　　　間 金　　額 期　　　間 金　　額 国庫支出金 地 方 債 そ の 他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

令和８年度
通信指令・総合指揮シ
ステム運営費

会計課 1,880,280
令和９年度から
令和15年度まで

1,880,280 1,880,280

通信指令・総合
指揮システム賃
貸借及び保守業
務

債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額
又は支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

事　　　　　項 課名 限度額
前年度末までの支出（見込）額 当該年度以降の支出予定額

左　 の 　財 　源 　内 　訳

備考特　　定　　財　　源
一般財源
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報告第３号                                                  監察課 

 

件 

 

名 

 

 議会の委任による専決処分の報告について 

（７）損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について 

   （令和８年８月１０日専決） 

 

 

提 

 

出 

 

理 

 

由 

 

及 

 

び 

 

概 

 

要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 提出理由 

法律上県の義務に属する交通事故による損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定に

ついて、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定により、令和

８年８月１０日専決処分したので、本議会に報告するものである。 

 

２ 概要 

（１）和解の相手方 

   米子市 個人 

（２）和解の要旨 

県側の過失割合を１０割とし、県は、損害賠償金１５，０００円を支払うものと

すること。 

（３）事故の概要 

  ア 事故発生年月日 

    令和７年１２月７日 午前６時１５分頃 

  イ 事故発生場所 

    米子市石州府地内 

  ウ 事故の状況 

鳥取県米子警察署所属の職員が、公務のため普通特種自動車（捜査用多目的

運搬車）を運転中、交差点を左折する際、左側の安全確認が不十分であったた

め、和解の相手方が設置する石垣に接触し、同石垣を破損させたものである。 

 

＜参考＞ 

・ 損害賠償額 １５，０００円 

うち、県費支出額１５，０００円（保険契約による免責額３万円以内） 
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報告第３号                                                  監察課 

 

件 

 

名 

 

 議会の委任による専決処分の報告について 

（８）損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について 

   （令和８年８月１０日専決） 

 

 

提 

 

出 

 

理 

 

由 

 

及 

 

び 

 

概 

 

要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 提出理由 

法律上県の義務に属する交通事故による損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定に

ついて、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定により、令和

８年８月１０日専決処分したので、本議会に報告するものである。 

 

２ 概要 

（１）和解の相手方 

   東京都千代田区麹町五丁目２番地１ 

   株式会社オリエントコーポレーション 代表取締役 馬 塲 一 晃 

（２）和解の要旨 

県側の過失割合を１０割とし、県は、損害賠償金２０２，９１０円を支払うもの

とすること。 

（３）事故の概要 

  ア 事故発生年月日 

    令和７年１２月１４日 午後４時３５分頃 

  イ 事故発生場所 

    鳥取市晩稲地内 

  ウ 事故の状況 

鳥取県鳥取警察署所属の職員が、公務のため普通特種自動車（パトカー）を

駐車場内に駐車し、助手席ドアが半開きのまま車両から離れていたところ、強

風にあおられ、隣に駐車してあった和解の相手方所有の小型乗用自動車の後部

左側ドアに接触し、同車両が破損したものである。 

 

＜参考＞ 

・ 損害賠償額 ２０２，９１０円 

うち、保険支払額１７２，９１０円、県費支出額３０，０００円（うち、保険

契約による免責額３０，０００円） 
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報告第３号                                                  監察課 

 

件 

 

名 

 

 議会の委任による専決処分の報告について 

（９）損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について 

   （令和８年８月１０日専決） 

 

 

提 

 

出 

 

理 

 

由 

 

及 

 

び 

 

概 

 

要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 提出理由 

法律上県の義務に属する交通事故による損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定に

ついて、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定により、令和

８年８月１０日専決処分したので、本議会に報告するものである。 

 

２ 概要 

（１）和解の相手方 

   米子市 個人 

（２）和解の要旨 

県側の過失割合を１０割とし、県は、損害賠償金８５，３６０円を支払うものと

すること。 

（３）事故の概要 

  ア 事故発生年月日 

    令和８年４月８日 午後０時３０分頃 

  イ 事故発生場所 

    米子市東福原八丁目地内 

  ウ 事故の状況 

鳥取県警察本部刑事部捜査第二課所属の職員が、公務のため小型乗用自動車

を運転中、右側の注意を怠ったため、停止していた和解の相手方所有の軽乗用

自動車とすれ違う際に接触し、同車両が破損したものである。 

 

＜参考＞ 

・ 損害賠償額 ８５，３６０円 

うち、保険支払額５５，３６０円、県費支出額３０，０００円（うち、保険契

約による免責額３０，０００円） 
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報告第３号                                                  監察課 

 

件 

 

名 

 

 議会の委任による専決処分の報告について 

（13）損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について 

   （令和８年８月２６日専決） 

 

 

提 

 

出 

 

理 

 

由 

 

及 

 

び 

 

概 

 

要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 提出理由 

法律上県の義務に属する交通事故による損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定に

ついて、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定により、令和

８年８月２６日専決処分したので、本議会に報告するものである。 

 

２ 概要 

（１）和解の相手方 

   東京都千代田区神田練塀町３番地 

   ニッポンレンタカーサービス株式会社 代表取締役 藤 原 徳 久 

（２）和解の要旨 

県側の過失割合を２割とし、県は、損害賠償金６７，２６０円を支払うものとす

ること。 

（３）事故の概要 

  ア 事故発生年月日 

    令和８年２月２２日 午前１０時５分頃 

  イ 事故発生場所 

    鳥取市気高町浜村地内 

  ウ 事故の状況 

鳥取県浜村警察署所属の職員が、公務のため普通特種自動車（パトカー）を

緊急自動車として運転中、交差点に進入した際、右方道路から進行してきた和

解の相手方所有の普通乗用自動車と衝突し、双方の車両が破損したものであ

る。 

 

＜参考＞ 

・ 損害賠償額 ６７，２６０円 

うち、保険支払額３７，２６０円、県費支出額３０，０００円（うち、保険契

約による免責額３０，０００円） 

 ・ 県側車両損害額 ３８３，８４５円 
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